
4)西アフ.)カチンパンジーの行動生偲学的研
究

杉山串丸

西アフリカ･ギニアにおける野生個体群の現地

調査を1976年から続け,全個体識別による出生

･死亡 ･消失 ･移出入等の個体群動態の長期的把

握を進めろ一方,道具使用 ･捕食･あいさつ等の

チンパンジーの特只的行動とその変化を追跡して

いる｡さらにカメルーンにおいても,痕跡による

道具使用の調王を行い,まとめた｡

5)こホンザル串良群における文化的行動の研

究

河合雅雄

串島の群れにみられるイモ洗いなどの文化的行

動は.給餌を極力押さえたことから十数年中断して

ていたが,この種の研究を再開して安科の収典を

継続し,控得行動の持続,習得過程,行動のバl)

エーション,新しい行動の開発等について年齢,

血縁関係,ステータスを基に分析を進めている｡

総 税

1)河合雅雄(1985):サルからヒトへく第∬

部-4)創造の世界,54.162-191｡小学

館｡

2)河合雅雄(1985):サルからヒトへく節∬

部-5)創造の世界,55,162-179｡小学

館｡

3)河合雅雄(1985):サルからヒトへ(那∬

部-6)創造の世界,56,124-141｡小学

館｡

4)河合雅雄(1985):霊長類の生態｡江原昭

畢他嗣 〟詔長揖学入門n:254-298｡ 岩

波昏店｡

5)河合雅雄(1985):日本霊長類学会の誕生｡

詔長類研究,1:1-3｡

6)河合雅雄(1986):サルからヒトへく第q

部-7)創造の世界,57.114-137｡小学

館｡

7)杉山幸丸(1985):ニホンザルの生態 ･個

体群生態｡江原昭享引出嗣 "詔良Wl学入門-I

:298-319｡岩波か店｡

8)杉山幸丸(1985):日本詔長和学会の発足｡

生物科学ニュース,168:3-5｡

9)杉山幸丸(1985):日本詔長苅学会の発足

とその背景｡詔長fi研究,1:39-440

10)大沢秀行 (1985):現代生物学大系12a,坐

態A,苗等動物の社会構造,a.霊長類｡
267-267｡

ll)大沢秀行(1985):現代生物学大系 12a,坐

憤A,市等動物の社会構造,C.有蹄類｡
272-218.

論 文

1)Sugiyama.Y.(1985):Thebrush-stick

ofchimpanzeesfoundinsouth-west

CameroonandtheirculturaldlaraCte.

ristics.Primates.26:361-374.

2)Ohsawa,li.andDunbar,R.I.M.(1984)

:VariationsinthedemographicstruC･

tureanddynamicsofgeladababoon

populations.BehaV.Ecol.Sociobio1.,15
:231-240.

3)丸橋珠樹,山極好一,古市剛史(1986):良

久島の野生ニホンザル｡宋垢大学出版会｡

201pp.

学会先末

1)杉山事丸 (1985):新しく発見したチンパン

ジーの道具,田つき掘り棒とチンパンジーの

文化｡窮22回日本アフl)カ学会,東京｡

2)森 明雄(1985):カメルーン国における森

林性詔長類の採食生態｡節32回日本生態学会

大会｡

3)丸橋珠樹(1985):ヤクザルと森一種子散布

と食害枯死｡第32回日本生慣学会大会｡

4)宮藤浩子,河合雅雄 (1985):マンドリル(

MandrillussL,hiu )の地上食について｡

第32回日本生態学会大会｡

生理研究部 門

大島 桁･目片文夫･林 基治･野崎真澄･

桁水厨子l)

研究板要

1)マカクザル胎児の感覚系発達に関する生理

学的研究

大島 清 ･清水慶子

1)教務職員
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マカクザルの胎生各期における感覚系の発達を

電気生理学的･生化学的に解明する｡本年度は聴

覚系について研究を行った｡

2)ニホンザルの繁殖期の季節性のメカニズム

の神経内分泌的研究

大島 清

3)サルとヒトの比較セクソロジー

大島 清

4)血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究

目片文夫

i)パッチクランプ法により測定された平滑筋

細胞膜の単一イオンチャンネル電流を熱力学的基

礎にもとづくカイネティクスにより解析した｡

iJ')血管内皮細胞より放出される血管弛緩物質

の平滑筋に対する効果を微小罷極法により調べた｡

5)サル脳内神経活性物質の個体発生

林 基治

本年度は,胎生120日,満臥 及び成体時にお

けるマカクサル小脳円神経ペプチド量 (P物質,

ソマトスタチン)及び神経伝達物質関連酵素活性

(GAD,ChAT)を定皇測定した｡その結果,

P物質,ソマトスタチン塁は,胎生120日小脳円

に多血存在し発生と共に減少した｡一万GAD,

ChAT両酵素活性は,個体発生と共に漸次増加

した｡以上P物質,ソマトスタチンが発生初期の

小脳発適に関与することが予想された｡

6)サル脳内神経活性物質の分布特性

林 基治

マカクサル大脳皮質各機能部位において,GA

D及びChAT活性を測定した｡その結果GAD

活性には各機能部位間で分布に差は少なかった｡

一万,ChAT活性は,前頭前野,側頭野,海馬

に多い傾向が観察された｡又CllAT活性はP物

質の分布と極めて相関性が高かった｡以上アセチ

ルコリン関連酵素が,記憶と何らかの形で関連す

る事が予想された｡

7)霊長類の生殖リズムの発現機序

野崎晃澄

霊長類の生殖リズム,特にメスニホンザルの季

節繁殖リズムの発現機序を明らかにする目的で,

1)性ホルモンのネガティブ･フィードバック作用

の周年変化,2)人工的日長操作及びメラトニンの

持続投与が卵巣機能に及ぼす影響について調べた｡

8)視床下部一下垂体系の系統発生

野崎真澄

下等脊椎動物から霊長矧 こ至る視床下部一下垂

体一腸管ペプチドの局在性や系統発生的意義につ

いて調べた｡

9)HY抗原の局在性

野崎員澄

HY抗原に対するモノクロナル抗体を用いて,

ニホンザル,ラット,マウスなどの生殖腺におけ

るHY抗原の局在性を調べた｡

10)超音波診断装置によるマカク属サルの妊娠

診断と胎児発育診断

清水段子

マカク属サルの初期妊娠診断及び胎児発育の相

模作製の目的で超音波診断装置を用い,胎児各期

の計測を行った｡

総 統

1)大島 清(1984):サルの採卵法,｢T)プロ
ダクション実験マニュアル｣飯塚理八他編 :

16-21｡講談社｡

2)大島 清く1985):ホモ･エレクトス｡あゆ

み出版｡

8)大島 清(1985):性と男脳 ･女脳｡朝日出

版｡

4)大島 清(1985):性感帯の科学 ごま野田｡

5)大島 清(1985):快楽の構造｡中央公論社｡

6)大島 清(1985):性欲とは何か｡毎日ライ

フ:24-27.毎日新聞社｡

7)大島 清(1985):生と性と死｡助産婦雑誌

:36-43.医学昏院｡

8)大島 清く1985):サルのお産からみた座位

分娩｡日本新生児学会雑誌 :62-64.

9)Nozaki,M.(1985):Tissuedistribution

ofhormonalpeptidesinprimitivefishes.

In:EvolutionaryBiologyofPrimitive

Fishes.Eds.byForeman,R.E.,Gorb-
man,A.,Dodd,∫.M.andOIsson,R.

PlenumPress,NewYorkandLondon

:433-454.

輪 文

1)Mekata,F.(1986):TheroleofllyperpO･
larizationintheRelaxationofsmooth

muscleofMonkeyCoronaryArtery.

JournalofPhysiology (London),371
:257-265.
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2)Hayashi,M.andOshima,K.(1986)･･

Neuropeptidesincerebralcortexofma-

caquemonkey(MaCaCafuscatafuscata)

:Regionaldistributionandontog飢y.

BrainResearch,364:3601368.
8)Nozaki,M.,Fujita,I.,Saito,N.,Tukahara,

T.,Kobayashi,H.,Ueda.K.andOshima,

K.(1985).･DistributionofLHRH･like
immunoreactivityinthebrainofthe

Japaneseeel(AnguillaJ'aL･onica)with

specialreferencetothenervousterminal

lis.Zool.S°i.,2:537-547.

4)Nazaki,M.,Gorbman,A.(1986):Occur･
renceanddistributionofSubstancep-

relatedimmunoreactivityinthebrainof

adultlampreys,PetromyとOnmarinus
andEntosL)henustridbntatus.Gen.Comp.

Endocrino1.,62:217-229.

報告 ･その他

1)日片文夫(1985):パッチクランプ法による

平滑筋イオンチャンネルの研究法｡医学の歩

み,135:951-955｡

2)目片文夫(1985):血管内皮細胞由来性弛緩

作用｡Coronary,2:337-3380

学会発表

1)大島 桁(1985):胎児と環境｡母性小児宥

詐研修会,奈良｡

2)大島 清(1985):胎児からの子育て｡新幼

児教育研究会,大阪｡

8)目片文夫(1985):ニホンザル冠状動脈平滑

筋弛校の内皮細胞の役割｡第7回日本動物生

理学会｡

4)林 基治･大島 清(1985):サル小脳内

Somatostatin,SubstanceP.GAD 及び

ChATの個体発生｡第9回神経科学学術袋会,

東京｡

5)Nozaki,M.(1985):Tissuedistribution

ofllOrmOnalpeptidesinprimitivefishes.

InternationalWorkshoponEvolutionary

BiologyofPrimitiveFishes.Bamfield,
BritishColumbia,CaLnada.

inthebrainandpituitaryof血eeyc･

lostomes.lothInternationalSymposium

onComparativeEndocrinology.Copper

Mountain,Colarado,USA.

7)野崎六位･大曲 約･森 裕司(1985):ニ

ホンザルの季節繋朽])ズムに及ぼす日長操作

及びメラトニンの皮下移植の効果｡第10回日

本比較内分泌学会大会｡井ミ京｡

生化学研究部門

竹中 修 ･景山 節 ･申村 仲 ･浅岡一雄 1)

研究概要

1)スマウェシマカクの起源と進化2)

竹中 修･堀田美佳 8)

インドネシア国スラウェシ(セレベス)島のマ

カカ屑サルの超群と進化を明らかにすることを日

的とし,現地調正により収央した7位,248頭の

血液試料についてヘモグロビン(Hb)の屯気泳動

分析を行い,それぞれの矧 こおける代表的なHb

分子種を決定した｡次いでそれら7分子種のHb

のβ銃の全一次椛道を決定した｡それらは3種の

β分子矧 こ分析され,他のマカクの結果と合わせ

マカクにおけろβ鎖の進化,およびスンダランド
からスラウエシへの2回泣釆という仮設を立てた｡

2)E!長邦1)ンパ球抗原に対するモノクローナ

ル抗体の作製

村山裕｣)･竹中 修
二ホンザルのリンパ球に対するモノクローナル

抗体を作製しその特異性を調べた｡現在までに1)

汎T細胞を認識するU-1, 2)サプレッサーT

細胞を識別すると思われるU-2,8)ニホンザ

ル白血球抗原(JMLA)クラスⅡ分子と反応す

るJMLA-m2, 4)NK/K細胞を識別して

いる可能性の強いU-5, 5)T細胞の他のサブ

セットを認識すろU-3等5位類のモノクローナ

ル抗体が得られ,他のサル類への応用性を検討し

た｡またニホンザル白血球のレクチン応答性につ

いて調べヒトの場合とは異なる応答能を持つこと

を明らかにした｡

6)Nozaki,M.(1985):Immunocytochemi-

Callocalizationofseveralneuropeptides
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1)教務職員

2)川本 芳(名大･農)との共同研究

3)技術補佐員, 4)大学院生


